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今
後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ど
の
よ
う
な
構
想
を

も
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

地
元
の
住
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
持
続
し

な
い
た
め
、
地
域
産
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

な
も
の
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
新
商
品
の
開
発
や
土
産
品
の
開
発
、
あ
る
い

は
旅
館
で
の
お
も
な
て
し
や
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
め
た
観
光
ガ
イ
ド
の
養
成
も
必
要
だ
と
思

う
。

　
　

雲
仙
市
が
新
庁
舎
建
設
を
断
念
し
た
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

　
　

雲
仙
市
の
事
情
と
し
て
の
判
断
で
あ
り
、
コ

メ
ン
ト
す
る
立
場
に
な
い
。

　
　

①
現
在
の
島
原
半
島
の
人
口
と
、
②
半
島
の

人
口
が
十
万
人
を
割
り
込
む
の
は
何
年
頃
と
推
測

し
て
い
る
の
か
。

　
　

①
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
島
原
半
島

の
人
口
は
十
四
万
五
千
六
十
三
人
で
あ
る
。
②
九

州
経
済
調
査
会
に
よ
る
と
、
二
千
三
十
五
年
に
は

八
万
九
千
九
百
四
十
五
人
の
推
計
が
出
て
い
る
。

　
　

本
市
の
空
き
家
の
現
状
と
、
空
き
家
対
策
の

条
例
を
策
定
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

本
市
の
住
宅
総
数
は
一
万
八
千
九
百
六
十
戸

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
十
四
％
の
二
千
六
百
七
十

戸
が
空
き
家
で
あ
る
。
全
国
で
五
十
四
の
自
治
体

が
空
き
家
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
お
り
、
情

報
収
集
か
ら
は
じ
め
、
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
　

島
原
半
島
に
お
け
る
産
業
の
総
生
産
は
ど
の

く
ら
い
な
の
か
。
ま
た
一
次
産
業
、
二
次
産
業
、

三
次
産
業
で
、
二
十
年
前
か
ら
の
減
少
幅
が
大
き

い
の
は
ど
の
分
野
か
。

　
　

県
の
計
算
に
よ
る
と
、
半
島
三
市
で
三
千
四

百
九
十
五
億
九
千
二
百
万
円
で
あ
り
、
二
十
年
前

に
比
べ
、
二
次
産
業
の
減
少
幅
が
一
番
大
き
く
約

三
十
％
減
で
あ
る
。

　
　

島
原
半
島
は
一
つ
に
す
べ
き
と
言
う
意
見
が

あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

合
併
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
半
島
は

一
つ
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

◇
東
京
事
務
所
に
つ
い
て

　

◇
葉
タ
バ
コ
廃
作
農
家
支
援
に
つ
い
て

　
　

市
庁
舎
整
備
懇
話
会
の
提
言
に
、
市
民
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
と
明
記
さ

れ
、
私
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
※
で
も
八
十
％

以
上
が
「
遅
く
と
も
市
民
と
の
対
話
を
十
分
に
」

に
賛
成
だ
っ
た
。
こ
の
点
は
ど
う
か
。

※
電
話
帳
か
ら
無
作
為
抽
出
で
往
復
は
が
き
に
よ

り
、
市
民
五
百
名
に
依
頼
。
回
収
率
二
十
八
％
、

百
三
十
九
通
有
効
回
答
あ
り
。

　
　

市
民
の
意
見
の
聞
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

一
カ
月
の
期
限
を
設
定
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
地
区
の
懇
談
会
で
も
説

明
を
行
い
意
見
を
拝
聴
し
て
い
る
。

　
　

前
記
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
生
活
重
視
支
持

が
八
十
三
％
、
イ
ベ
ン
ト
・
ハ
コ
モ
ノ
支
持
が
六

％
だ
っ
た
。
こ
の
結
果
で
見
る
限
り
、
市
民
の
圧

倒
的
多
数
は
生
活
重
視
の
市
政
を
望
ん
で
い
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
。

　
　

地
方
公
共
団
体
の
責
務
は
、
市
民
生
活
の
安

全
と
公
共
の
福
祉
の
向
上
。
七
十
億
円
が
民
生
費

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
環
境
を
整

え
、
所
得
を
得
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
産
業
基
盤

を
整
備
す
る
の
も
、
公
共
の
福
祉
の
実
現
に
向
か

う
た
め
の
も
の
。
ハ
ー
ド
事
業
だ
か
ら
と
い
っ
て

切
り
捨
て
て
い
い
の
か
。
必
要
な
基
盤
整
備
は
公

共
団
体
が
や
る
べ
き
も
の
。
ハ
ー
ド
だ
け
に
偏
っ

て
い
る
つ
も
り
は
な
い
。

　
　

火
山
都
市
国
際
会
議
を
踏
ま
え
て
の
総
括
は
。

　
　

火
山
都
市
国
際
会
議
は
、
研
究
者
と
地
元
の

子
供
た
ち
や
市
民
な
ど
が
議
論
す
る
住
民
参
加
型

と
い
う
国
際
会
議
が
高
い
評
価
を
得
た
。
今
回
の

会
議
は
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
の
参
加
と
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
島
原
な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な

し
」
が
参
加
者
へ
評
価
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
ジ

オ
パ
ー
ク
を
通
し
て
、
防
災
教
育
の
重
要
性
や
観

光
へ
の
活
用
に
つ
い
て
、
持
続
的
発
展
を
図
れ
る

よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

◇
市
債
、
基
金
、
合
併
特
例
債
の
各
残
高
に
つ

　
　

い
て
。

　

◇
多
忙
の
た
め
、
教
師
が
生
徒
た
ち
と
ゆ
っ
く

　
　

り
付
き
合
え
な
い
の
は
本
当
か
。
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生
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福
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医
療
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重
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か


